
　
日
本
が
世
界
に
誇
る
浮
世
絵

は
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
始
ま

り
、
歌
麿
、
写
楽
、
北
斎
、
広

重
な
ど
の
ス
タ
ー
絵
師
の
活
躍

や
、
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
放

つ
国
芳
ら
の
登
場

を
経
て
、
小
林
清

親
や
橋
口
五
葉
な

ど
の
近
代
の
画
家

に
引
き
継
が

れ

た
。

　
本
展
は
、
浮
世

絵
研
究
の
成
果
を

世
界
に
発
信
し
て

い
る
「
国
際
浮
世

絵
学
会
」
の
創
立

50
周
年
を
記
念
し

て
、
浮
世
絵
の
名

品
を
日
本
国
内
お

よ
び
世
界
各
地
か

ら
一
堂
に
集
め
る

も
の
。
好
事
家
な
ら
ず
と
も
目

に
し
た
こ
と
の
あ
る
代
表
的
な

作
品
約
４
３
０
点
に
よ
り
、
浮

世
絵
の
全
史
を
通
覧
す
る
。
ま

さ
に
浮
世
絵
の
“
教
科
書
”
、

“
国
際
選
抜
”
と
な
る
展
覧
会

と
な
る
。
（
東
京
会
場
に
は
約

３
５
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

展
示
替
あ
り
）
会
場
で
は
、
“

浮
世
”
を
初
め
て
絵
画
の
題
材

と
し
て
取
り
込
ん
だ
江
戸
時
代

初
期
の
風
俗
図
屏
風
を
筆
頭

に
、
菱
川
師
宣
の
初
期
浮
世
絵

か
ら
、
歌
麿
・
写
楽
が
登
場
し

た
「
黄
金
期
」、
北
斎
・
広
重
・

国
芳
が
活
躍
し
た
「
展
開
期
」
、

そ
し
て
文
明
開
化
に
沸
く
明
治

時
代
の
新
聞
錦
絵
、
橋
口
五
葉

が
描
い
た
モ
ダ
ン
な
女
性
ま

で
、
時
代
を
追
っ
て
ご
紹
介
。

版
画
だ
け
で
な
く
、
肉
筆
画
も

多
数
展
示
す
る
と

と
も
に
、大
首
絵
、

役
者
絵
、相
撲
絵
、

上
方
絵
な
ど
の
浮

世
絵
が
持
つ
多
彩

な
ジ
ャ
ン
ル
も
網

羅
。
浮
世
絵
の
全

貌
を
紹
介
し
、
そ

の
魅
力
を
再
認
識
で
き
る
展
覧

会
と
な
り
そ
う
。

　
◆
２
０
１
４
年

１
月
２
日（
木
）～

３
月
２
日
（
日
）

　
◆
江
戸
東
京
博
物
館
（
東
京

都
墨
田
区
横
綱
１
―
４
―
１
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
―
３
６
２
６
―

９
９
８
４
　
一
般
１
３
０
０
円

　
大
学
生
・
専
門
学
校
生
１
０

４
０
円
　

�

中
学
生
（
都
外
）
・

高
校
生
・
65
歳
以
上
６
５
０
円

　
小
学
生
・
中
学
生
（
都
内
）

６
５
０
円
　
休
館
日
は
１
／

６
、
１
／
27
、
２
／
３
、
２
／

10
、
２
／
17
、
２
／
24

　
①
浮
世
絵
キ
ャ

ン
パ
ス
ノ
ー
ト

　
コ
ク
ヨ
で
は
、

39
年
目
を
迎
え
る

「
キ
ャ
ン
パ
ス

ノ
ー
ト
」
を
記
念

し
て
、
表
紙
を
浮

世
絵
を
あ
し
ら
っ

た
ノ
ー
ト
（
全
５

種
各
２
７
０
円

（
税
込
）
）
を
発

売
。
さ
ら
に
キ
ャ

ン
パ
ス
ノ
ー
ト
持
参
し
、
チ

ケ
ッ
ト
売
り
場
に
提
示
す
る
と

入
場
券
が
約
１
０
０
円
を
割
引

あ
り
。
　

　
②
お
正
月
来
場
特
典
！

　
１
月
２
日
～
５
日
ま
で
、
会

場
グ
ッ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
で
本
展
図

録
と
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
を
３

冊
以
上
購
入
す
る
と
、
紅
白
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
コ
ク
ヨ
の
強

力
瞬
間
接
着
剤
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。

　
③
グ
ッ
ズ
販
売

　
・
フ
ェ
リ
シ
モ
猫
部
の
猫
た

ち
が
浮
世
絵
の
人
物
た
ち
に
大

変
身
！

　
・
コ
ン
デ
ィ
ニ
ュ
ー
ラ
ポ
が

考
え
る
”
新
し
い
”
浮
世
絵
と

の
関
わ
り
方

　
・
食
べ
る
浮
世
絵

　
・
天
保
13
年
創
業
、
竺
仙
　

菱
川
師
宣
「
見
返
り
美
人
図
」

に
着
想
を
得
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
販
売
！

　
・
文
化
三
年
（
１
８
０
６
年
）

創
業
の
老
舗
の
は
い
ば
ら
　
本

展
記
念
蛇
腹
便
箋
を
販
売

　
・
限
定
セ
ッ
ト
で
、
粋
な
江

戸
っ
こ
に
！

　
・
そ
の
他
、
コ
ラ
ボ
も
続
々

登
場
！

　
・
大
浮
世
絵
展
　
ス
ペ
シ
ャ

ル
前
売
り
特
典
！
」
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展
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展
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次
号
は

　
１
月
16
日
発
行

大
浮
世
絵
展

大
浮
世
絵
展

江
戸
東
京
博
物
館

メ
モ

「
大
浮
世
絵
展
」

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
情
報

　
　
＆
特
典
付
チ
ケ
ッ
ト

　あしがらエリアのニュース
をいち早く提供！
　http://ashigaranet.com/

　
■
諸
橋
近
代
美
術

館

（
福
島
県
耶
麻
郡
北
塩
原

村
大
字
桧
原
字
剣
ヶ
峰
１

０
９
３
番
23
）
　
一
般
・

大
学
生
９
５
０
円
、
高
校

生
５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
２
５
０
円
*
毎
週
土
曜

日
小
・
中
学
生
は
無
料
電

話
０
２
４
１
（
３
７
）
１

０
８
８
　

ス
ペ
イ
ン
が
生
ん
だ

多
才
な
画
家
。絵
画
、

彫
刻
、版
画
な
ど
の

作
品
約
３
４
０
点
を

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

　
■
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静

岡
県
熱
海
市
桃
山
町
26
―

２
）
　
電
話
０
５
５
７（
８

４
）
２
５
１
１
　
一
般
１

６
０
０
円
、
高
大
生
８
０

０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
、

65
歳
以
上
１
２
０
０
円
木

曜
日
休
（
祝
日
は
開
館
）

　
Ｊ
Ｒ
熱
海
駅
下
車
、
バ

ス
４
番
の
り
ば
Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術
館
行
８
分
　

熱
海
湾
を
一
望
で

き
、眺
望
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
美
術
館
と

し
て
賑
わ
っ
て
い

ま
す



　
◆
２
０
１
４
年
１

月
11
日
（
土
）
～
４

月
６
日
（
日
）

　
◆
神
戸
市
立
博
物
館
（
神
戸

市
中
央
区
京
町
24
番
地
　
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
７
８
―
３
９
１
―
０
０
３

５
　
一
般
１
５
０
０
円
　
大

学
・
高
校
生
１
１
０
０
円
　
中

学
・
小
学
生
６
０
０
円
　
月
曜

日
（
た
だ
し
１
月
13
日
は
開
館
、

１
月
14
日
休
館
）

　
西
洋

美
術
史

に
燦
然

と
輝
く

風
景
画

の
傑
作

を
生
み

だ
し
、

今
日
な

お
英
国

最
高
の

画
家
と

称
さ
れ

る
ジ
ョ

ゼ
フ
・

マ
ロ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー

ナ
ー
（
１
７
７
５
～
１
８
５
１
）

の
展
覧
会
。
　

　
世
界
最
大
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
誇
る
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ー
ト
美

術
館
か
ら
、
油
彩
画
の
名
品
30

点
以
上
に
加
え
、
水
彩
画
、
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
な
ど
計
１
１
３

点
を
紹
介
。

　
染
色
家
・
芹
沢
銈
介
は
、
日

本
の
風
景
、
日
本
の
手
仕
事
の

現
場
で
働
く
人
た
ち
を
、
型
染

の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
数
多
く
と

り
上
げ
て
い
る
。
芹
沢
な
ら
で

は
の
視
点
で
切
り
取
ら
れ
た
も

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に

は
、
多
く
の
日
本
人
の
郷
愁
を

か
き
た
て
る
な
つ
か
し
さ
が
あ

る
。

　
本
展
で
は
、
展
示
室
の
前
半

に
、
日
本
の
風
景
や
、
手
仕
事

の
現
場
に
取
材
し
た
芹
沢
銈
介

の
作
品
を
特
集
し
、
「
不
二
文

の
れ
ん
」、
「
登
窯
文
の
れ
ん
」

「
壷
屋
風
物
文
着
物
」
「
東
北

窯
場
二
曲
屏
風
」
な
ど
50
点
を

展
示
。
ま
た
展
示
室
の
後
半
に

は
、
芹
沢
銈
介
が
あ
つ
め
た
、

染
色
、
陶
器
、
漆
器
、
面
、
家

具
な
ど
、
優
れ
た
日
本
の
工
芸

品
１
０
０
点
を
紹
介
。
　

　
織
田
信
長
、

次
い
で
豊
臣
秀

吉
が
天
下
統
一

を
目
指
し
て
い

た

群

雄

割
拠

（

ぐ

ん

ゆ
う

か
っ
き
ょ
）
の

時
代
。
下
克
上

も
夢
で
は
な
い

実
力
主
義
の
世

界
に
生
き
た
猛

者
（
も
さ
）
た
ち
は
、
あ
ま
た

の
逸
話
と
と
も
に
新
た
な
時
代

の
扉
を
開
く
。
そ
し
て
彼
ら
の

型
に
捉
わ
れ
な
い
生
き
様
は
、

戦
の
晴
れ
姿
で
あ
る
兜
に
、
か

つ
て
な
い
斬
新
な
形
を
生
み
出

し
た
。
伊
達
正
宗
は
額
に
三
日

月
を
頂
き
、
黒
田
長
政
は
雄
々

し
い
水
牛
の
角
を
生
や
し
た
兜

を
か
ぶ
る
。
そ
の
発
想
力
・
具

現
力
が
生
み
出
し
た
鮮
烈
な
造

形
は
、
単
な
る
奇

抜
さ
だ
け
で

な

く
、
高
い
見
識
に

よ
っ
て
洗
練
さ
れ

た
緊
張
感
を
漂
わ

せ
て
い
た
。
続
く

江
戸
時
代
、
そ
の
独
創
性
は
よ

り
細
密
さ
を
増
し
、
刀
を
納
め

る
鞘
（
さ
や
）
や
そ
の
周
辺
の

小
柄
（
こ
づ
か
）
、
小
刀
、
鐔

（
つ
ば
）
な
ど
で
新
た
な
発
展

を
見
せ
た
。
　

　
■
２
０
１
４
年
１

月
４
日
（
土
）
～
５
月

11
日
（
日
）

　
◆
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介
美
術

館
（
静
岡
市
駿
河
区
登
呂
５
―

10
―
５
（
登
呂
公
園
内
）
）
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
４
―
２
８
２
―
５

５
２
２
　
一
般
４
１
０
円
　
学

生
（
高
・
大
学
生
）
２
５
０
円

　

�

中
学
生
以
下
無
料
　
毎
週

月
曜
日
休
館
（
１
／
13
、
４
／

28
、
５
／
５
を
除
く
）１
／
14
、

２
／
12
、
５
／
７

　
ポ
ー
ラ
美
術
館
（
神

奈
川
県
箱
根
）
は
、
学

芸
員
に
よ
る
30
分
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
10

回
連
続
で
行
う
「
第
２

回
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

駅
伝
」
を
、
２
０
１
４

年
１
月
12
日
（
日
）
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
（
12
時
半
～
13

時
半
を
除
く
）
開
催
す

る
。
今
回
は
、
企
画
展

「
ル
ノ
ワ
ー
ル
礼
讃
―

ル
ノ
ワ
ー
ル
と
20
世
紀

の
画
家
た
ち
」
や
特
集

展
示
「
い
ろ
ど
る
線
と

か
た
ど
る
色
―
ド
ガ
の

パ
ス
テ
ル
、
シ
ャ
ガ
ー

ル
の
水
彩
、
マ
テ
ィ
ス
の
『
ジ

ャ
ズ
』
な
ど
、
開
催
し
て
い

る
全
て
の
展
覧
会
の
中

か

ら
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
や
シ

ャ

ガ
ー
ル
な
ど
代
表
的
な
作
家

の
作
品
を
解
説
す
る
。

　
当
日
は
、10
区
間
に
分
け
、

全
６
名
の
学
芸
員
が
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
な
が
ら
美
術
館
全

体
を
め
ぐ
る
。
各
ギ
ャ

ラ

リ
ー
ト
ー
ク
に
参
加
す

る

と
、
お
聴
き
な
っ
た
ト
ー
ク

に
関
す
る
作
品
の
ポ
ス

ト

カ
ー
ド
１
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
す
。

　
・
ポ
ー
ラ
美
術
館
（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
４
６
０
―
８
４
―
２
１

１
１
）

　
◆
２
０
１
４
年
１

月
７
日
（
火
）～
２
月

11
日
（
火
）

　
◆
佐
野
美
術
館
（
静
岡
県
三

島
市
中
田
町
１
―
43
）
　
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
５
５
―
９
７
５
―
７
２
７

８
　
一
般
・
大
学
生
１
０
０
０

円
　
小
・
中
・
高
校
生
５
０
０

円
　

�

毎
週
土
曜
日
は
小
中
学

生
無
料
　
木
曜
日
休
館
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英
国
最
高
の
風
景
画
家

タ
ー
ナ
ー
展

神戸市立
 博物館

メ
モ

　　　　　ポーラ美術館
「第２回ギャラリートーク駅伝」
　　１月12日（日）に開催！

メ
モ

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

芹
沢
銈
介
の
日
本

戦国アバンギャルドとその昇華

兜 KABUTO

メ
モ

　
■
北
九
州
市
立
小
倉
城

庭
園
（
北
九
州
市
小
倉
北

区
城
内
１
の
２
）
　
電
話

０
９
３
（
５
８
２
）
２
７

４
７
　
会
期
中
無
休
　

庭
園
ゾ
ー
ン

書
院
ゾ
ー
ン

体
験
ゾ
ー
ン

展
示
ゾ
ー
ン

　
■
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介

美
術
館
（
静
岡
市
駿
河
区

登
呂
５
の
10
の
５
）
　
電

話
０
５
４
（
２
８
２
）
５

５
２
２
　
一
般
４
１
０
円

高
大
生
２
５
０
円
　
中
学

生
以
下
無
料
　
月
曜
日
休

館
着
物
、帯
、の
れ
ん

屏
風
、額
絵
、絵
本

な
ど
多
彩
に
わ
た
る

　
■
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
（
千
葉
県
佐
倉
市
城
内

町
１
１
７
）
　
電
話
０
３

（
５
７
７
７
）
８
６
０
０

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
一
般

４
２
０
円
　
高
校
・
大
学

生
２
５
０
円
　
中
学
生
以

下
無
料
　

日
本
の
歴
史
・
文
化
の

流
れ
の
中
か
ら
論
点
を

絞
っ
た
テ
ー
マ
を
選
ん

で
の
展
示



　
◆
２
０
１
３
年

10
月
26
日
（
土
）

～
２
０
１
４
年
２
月
23
日
（
日
）

　
◆
国
立
科
学
博
物
館
（
東
京

都
台
東
区
上
野
公
園

７
―

20
）
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
―
５
７
７

７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
　
一
般
・
大
学
生
６
０

０
円
　
高
校
生
（
高
等
専
門
学

校
生
含
む
）
以
下
無
料
　
月
曜

休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
火
曜
日
）
年
末
年
始
（
12
月

28
日
～
１
月
１
日
）

　
国
立
科
学
博
物
館
で
開
催
中

の
「
大
恐
竜
展
　
ゴ
ビ
砂
漠
の

驚
異
」
に
、
12
月
14
日
（
土
）

モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
横
綱
・
白
鵬

関
が
大
恐
竜
展
の
広
報
大
使
に

就
任
さ
れ
Ｐ
Ｒ
役
を
担
当
し
、

そ
の
上
白
鵬
関
と
の
握
手
会
に

は
特
製
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
さ
れ
賑
わ
い
を
見

せ
た
。

　
「
私
も
恐
竜
に
は
大
変

興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
の

で
、
広
報
大
使
は

と
て
も
う
れ
し
い

で
す
…
」
と
語
り
、

多
く
の
人
た
ち
か

ら
拍
手
が
飛
び

交
っ
た
。

　
本
展
は
、
モ
ン

ゴ
ル
・
ゴ
ビ
砂
漠

の
実
物
恐
竜
化
石

を
一
堂
に
見
る
こ

と
が
で
き
、
極
め

て
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ

ど
の
規
模
で
の
公
開

は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内
で
も
こ
れ

ま
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　
ま
た
、
新
種

を
提
唱
す
る
基

と

な

る

標
本

「
ホ
ロ
タ
イ
プ

標
本
」
が
約
10

点
展
示
さ
れ
、

国
際
的
に
も
稀

に
見
る
展
覧
会

と

な

っ

て
い

る
。
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「ワシも大恐竜が大好き…」と恐竜前でポーズをとる白鵬関

林館長から広報大使辞令状を受け取る白鵬関

最
後
に
フ
ァ
ン
と
の
サ
イ
ン
会

大恐竜展―ゴビ砂漠の驚異

横綱・白鵬関が広報大使でＰＲ横綱・白鵬関が広報大使でＰＲ
国立科学博物館

メ
モ



　
神
奈
川
県
・
真
鶴

町
の
「
真
鶴
民
俗
資

料
館
」
で
は
、
昭
和

初
期
の
お
正
月
の
風

景
を
特
集
し
て
い
ま

す
。

　
石
材
業
者
の
「
山

祝
い
」
、
漁
業
者
や

海
運
業
者
の
「
船
祝

い
」
と
い
っ
た
、
地

域
と
深
い
関
わ
り
を

持
つ
も
の
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
著
名
人
に

よ
る
手
作
り
の
年
賀

状
や
、
芸
術
品
と
し

て
価
値
の
高
い
什
器

も
展
示
。

　
◇
展
示
期
間
　
２

０
１
３
年
12
月
１
日

（
月
）
～
２
０
１
４

年
１
月
26
日
（
日
）

　
◇
開
館
日
　
土
・

日
と
祝
日
２
０
１
３

年
12
月
28
日
（
土
）

～
２
０
１
４
年
１
月

５
日
（
日
）は
休
館
、

午
前
10
時
～
午
後
４

時　
◇
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
教
育
委
員

会
教
育
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
６
５

―
６
８
―
１
１
３
１

　
内
線
４
４
１
　

　
◆
１
月
４
日

（
土
）
～
14
日

（
火
）
　
◆
A
r
t

G
a
l

l
e
r
y

L
O
S

P
I
N

O
S

&

C
a
f
e
（
神
奈

川
県
藤
沢
市
南
藤
沢
７
―
６
―

１
０
２
）
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
６
６

―
26
―
２
０
０
０
　
12
：
00
～

18
：
00
P
M
　
水
曜
休
廊

　
多
摩
美
大

日
本
画
科
卒

業
後
、
動
物

関
係
の
イ
ラ

ス
ト
で

確
固
た

る
地
位

を

築

く
。
鳥
、

人
物
、

里
山
風

景
も
水

彩
、
パ

ス

テ

ル
、
日
本
画
法
を
駆
使
し
て
制

作
。
タ
イ
ト
ル
の
作
品
を
は
じ

め
、
新
春
に
相
応
し
い
意
欲
作

品
を
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。
　

　
◆
２
０
１
４

年
１

月

１
日

（
水
・
祝
）
～
１
月
29
日
（
水

）　
◆
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静
岡
県

熱
海
市
桃
山
町
26
―
２
）
　
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
５
５
７
―
８
４
―
２
５

１
１
　
一
般
・
大
学
生
１
６
０

０
円
　
高
校
生
・
大
学
生
８
０

０
円
　
シ
ニ
ア（
満
65
歳
以
上
）

１
２
０
０
円
　
中
学
生
以
下
無

料
　

�

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
の

場
合
開
館
）

　
新
春
特
別
企

画
と
し
て
、
江

戸
時
代
後
期
の

絵
師
・
歌
川
広

重

を

取

り
上

げ
、
彼
の
名
を

一
躍
有
名
に
し

た
代
表
作
、「
東

海
道
五
十
三
次
」
を
展
観
。

　
江
戸
と
京
都
を
む
す
ぶ
東
海

道
は
、
江
戸
時
代
に
本
格
的
に

整
備
が
進
み
、
参
勤
交
代
の

大
名
行
列
や
特
産
品
を
取
り

扱
う
商
人
、
寺
社
巡
礼
の
庶

民
な
ど
が
行
き
来
し
、
大
変

な
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

広
重
の
「
東
海
道
五
十
三
次
」

に
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
を

旅
す
る
人
々
の
姿
や
、
街
道

で
働
く
人
々
の
様
子
が
い
き

い
き
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
本
展
で
は
、
い
く
つ
か
あ

る
「
東
海
道
五
十
三
次
」
の

う
ち
最
初
に
制
作
さ
れ
た
保
永

堂
版
全
55
枚
を
中
心
に
、
そ
の

後
制
作
さ
れ
た
行
書
版
及
び
隷

書
版
の
一
部
も
紹
介
。
新
春
の

ひ
と
と
き
、
日
本
人
の
心
情
に

訴
え
る
抒
情
性
豊
か
な
広
重

「
東
海
道
五
十
三
次
」
を
堪
能

で
き
る
。

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

目
に
あ
た
る
２
０
１
４
年
３
月

11
日
よ
り
５
月
６
日
ま
で
、
企

画
展
示
「
歴
史
に
み
る
震
災
」

を
開
催
す
る
。
こ
の
展
示
を
機

に
、
千
葉
県
内
の
東
日
本
大
震

災
記
録
写
真
を
公
募
し
て
い
ま

す
。

　
千
葉
県
内
被
災
写
真
公
募

　
◎
応
募
期
間
　
２
０
１
４
年

２
月
14
日
（
金
）
ま
で
　
　

　
◎
応
募
写
真
　
東
日
本
大
震

災
で
の
千
葉
県
内
の
震
災
時
や

そ
の
後
の
社
会
的
な
状
況
を

撮
っ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る

写
真
。
写
真
は
一
人
当
た
り
５

点
ま
で
。

　
◎
応
募
時
の
記
載
　
郵
便
番

号
・
住
所
・
応
募
（
撮
影
）
者

氏
名
・
電
話
番
号
・
撮
影
内
容

と
時
間
・
場
所
を
別
紙
に
記
載
。

応
募
用
紙
は
歴
博
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
　
千
葉
県
震
災
記
録
写
真

公
募
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
。

　
◎
送
付
方
法
　
画
像
デ
ー
タ

を
保
存
し
た
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
と

住
所
・
氏
名
等
を
記
載
し
た
用

紙
を
事
務
局
ま
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
返

却
し
ま
せ
ん
（
髪
焼
き
は
不
可
）

　
◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　

〒
１
０
７
―
０
０
５
２
　
東
京

都
港
区
赤
坂
９
―
１
―
７
赤
坂

レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
７
７
０
　
株

式
会
社
ミ
ュ
ー
ズ
・
ピ
ー
ア
ー

ル
　
歴
史
に
み
る
震
災
係
　
Ｔ

Ｅ
Ｌ
　
０
３
―
６
８
０
４
―
５

０
４
５
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真鶴民俗資料館１月展示「お正月展」

齋
藤

弥

新
春
個
展

宙
を
駆
け
る
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広重「東海道五十三次」広重「東海道五十三次」
ＭＯＡ美術館

メ
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東
日
本
大
震
災
で
の

　
千
葉
県
内
の
記
録
写
真
公
募
！

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
■
箱
根
ラ
リ
ッ
ク
美
術

館
（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡

箱
根
町
仙
石
原
１
８
６
番

１
）
　
電
話
０
４
６
０（
８

４
）
２
２
５
５
　
一
般
１

５
０
０
円
　
大
学
生
・
高

校
生
・
シ
ニ
ア
（
65
歳
以

上
）
１
３
０
０
円
　
中
学

生
・
小
学
生
８
０
０
円
　

年
中
無
休
　

ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク

　
の
生
涯
と
出
会
う

　
■
江
戸
民
具
街
道
（
神

奈
川
県
足
柄
上
郡
中
井
町

久
所
４
１
８
）
　
電
話
０

４
６
５
（
８
１
）
５
３
３

９
　
一
般
５
０
０
円
　
毎

週
月
曜
日
休
館

か
ら
く
り
人
形
な
ど

関
係
資
料
多
数
展
示
！

　
■
箱
根
写
真
美
術

館

（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱

根
町
強
羅
１
３
０
０
の
４

３
２
）
　
電
話
　
０
４
６

０
（
８
２
）
２
７
１
７
　

一
般
５
０
０
円
　
火
曜
日

休
　
は
毎
週
土
曜
日
は
夕

方
５
時
ま
で
オ
ー
プ
ン

箱
根
の
景
観
と

当
館
の
自
慢
の

ス
ゥ
イ
ー
ツ
を

お
楽
し
み
…


